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世界とつながる

迅速で費
用対効果の高い図書館リソースシェア

RapidILLの特徴

「依頼」と「受付・貸出」のバランス・負荷の平準化

ILL(複写)業務を効率化

ILL(複写)手配完了の時間短縮

費用はRapidILLの年間利用料のみ

合計６5０顧客1０時間

国内導入数30機関！
(2023年～2025年5月現在)



依頼館

受付館

RapidILLで文献書誌情報を入力し複写依頼

所蔵情報・開館情報を
吟味して, 適切な館へ

依頼を確認

該当PDF, スキャンしたPDFを
RapidILLで送信

所蔵とILL条件を確認

※ ILL条件はRapidILLへ設定すると
RapidILLが自動的に１ページ目に
条件を追記します。

※ 対応不可であれば、「謝絶」を選択
RapidILLが次の受付館へ自動
で依頼をまわします。

受け取ったPDFを確認
1ページ目に条件等が記載

(必要に応じて)印刷して利用者へ

・ 所蔵館の確認不要
・ 手数料の確認不要
・ 配送料の確認不要

>>

RapidILLがあるILL業務

トライアル可能

トライアルは手配(依頼)機能限定となります。

お問い合わせ・お見積りなどは rs3-sales@usaco.co.jp まで

参加館同士の手配料・送料不要！だから、煩わしい料金作業の手間を軽減

所蔵をしている他機関の調査は不要！依頼時の担当者作業を軽減

導入後、ILL業務はどのように効率化されるか？

システムが所蔵・開館時間・貸借バランスを加味して依頼を差配

オンライン上で電子ファイルのやり取りのため, 速く依頼が完了できます
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